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研究成果の概要（和文）：我々は，血清で診断したヘリコバクター・ピロリ感染と萎縮性胃炎が，加齢性骨劣化のバイ
オマーカーとなるかを検討した．対象者は，J-MICCスタディの50～60代の男性参加者である．
ヘリコバクター・ピロリ感染は有意に海綿骨密度低下リスクを増加させ（オッズ比1.83，95%信頼区間1.04-3.21，P=0.
03），萎縮性胃炎も有意に海綿骨密度低下リスクを増加させた（オッズ比2.22，1.17-4.22，P=0.01）．ヘリコバクタ
ー・ピロリ感染も萎縮性胃炎もない群に比較して，どちらも陽性の群では有意に海綿骨密度の低下リスクが高かった（
オッズ比2.65，1.27-5.55，P=0.01）．

研究成果の概要（英文）：We intended to ascertain whether serologically determined Helicobacter pylori 
infection and consequent atrophic gastritis is available as a biomarker for the age-related deterioration 
of bone. The subjects are male participants of the Japan Multi-institutional Collaborative Cohort Study 
in their 50s and 60s.
Helicobacter pylori infection significantly increased the risk of low trabecular bone density (odds ratio 
1.83, 95 % CI 1.04-3.21, P = 0.03). Atrophic gastritis significantly increased the risk of low trabecular 
bone density (2.22, 1.17-4.22, 0.01). Compared with anti-Helicobacter pylori antibody (-) and atrophic 
gastritis (-) subjects, anti-Helicobacter pylori antibody (+) and atrophic gastritis (+) subjects were a 
significant high-risk group for low trabecular bone density (2.65, 1.27-5.55, 0.01).

研究分野：消化器内科学
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１．研究開始当初の背景 
生活習慣病の増加など疾患構造の変化と
高齢化に起因する医療費の増大により、従来
の治療を主体とした医療は行き詰まりが表
面化している。これからは、若年期から健康
を増進し、疾患の発症を個人レベルで予知し
て介入するような医療への変換が求められ
る。老化を制御する多くの因子が検討され、
主として実験動物レベルで行われ多くの成
果を上げているが、実際の臨床におけるデー
タの蓄積は十分ではない。 
共同研究施設の京都府立医科大学地域保
健医療疫学講座は、全国的な生活習慣病の多
施設共同コホート研究である J-MICC スタデ
ィの実施機関として、京都府内で 2005 年よ
り受診者の基礎情報、生活習慣情報、血液生
化学データ、ヘリコバクター・ピロリ感染情
報や骨密度・骨質などの各種健康関連データ
を蓄積している。さらに、血漿・血清を－80℃
で凍結保存しており、生活習慣病・加齢性疾
患の研究目的で使用することが可能である。
そこで、ベースラインでの各因子の関連性に
ついてcross-sectionalに検討するとともに、
ベースライン調査の 5 年後に実施される第 2
次調査や健康状態の追跡調査による
longitudinal な検討を加えることで、加齢性
疾患を予知するバイオマーカーを明らかに
することは意義あることと考えた。 
 
２．研究の目的 
 J-MICC スタディのベースライン調査で得
られた受診者の基礎情報（身長、体重、腹囲
など）、生活習慣情報（栄養摂取状況、運動
習慣、喫煙歴など）、血液生化学データ、ヘ
リコバクター・ピロリ感染情報、骨密度・骨
質データに加えて、血中 α-Klotho、アディ
ポネクチン分画、インスリン、IGF-1 等を測
定し、これらのマーカーと生活習慣、加齢性
疾患についてcross-sectionalな検討を行い、
その関連性を明らかにする。 
 さらに、ベースライン調査の 5年後に実施
される第2次調査において健康調査ならびに
血液検査を実施し、cross-sectional な検討
で加齢性疾患との関連が推定されたバイオ
マーカーに関して longitudinal な検討を行
う。バイオマーカーに変化をきたす要因や、
加齢性疾患の予知マーカーとしての臨床的
な意義を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 地域集団検診で得られた受診者の基礎情
報、生活習慣情報、血液データ、骨密度・骨
質データなどに加えて、新規のバイオマーカ
ーとして血中 α-Klotho、アディポネクチン
分画、インスリン、IGF-1 等を測定し、これ
らのマーカーと生活習慣、加齢性疾患の関連
について検討を行う。平成 25 年度は、これ
まで得られたデータの解析を進めるととも
に、保存血漿・血清を用いて各種マーカー候
補物質を測定し、cross-sectional な検討を

行う。平成 26 年度以降は、第 2 次調査にお
いて健康調査ならびに血液検査を実施し、加
齢性疾患との関連が推定されたバイオマー
カーに関して longitudinal な検討を行う。
さらに、新規バイオマーカーの可能性につい
ても検討する。 
 
４．研究成果 
 代表研究者の水野は、ヘリコバクター・ピ
ロリ感染とそれに伴う慢性萎縮性胃炎、すな
わち感染に伴う慢性炎症と胃の低酸状態が
全身におよぼす影響について検討した。
J-MICC スタディの 50～60 代の男性参加者を
対象として、血清抗ヘリコバクター・ピロリ
抗体価と血清ペプシノゲン値が骨の加齢性
劣化のバイオマーカーとなるかを検討した．
その結果、ヘリコバクター・ピロリ感染は有
意に海綿骨密度の低下リスクを増加させ（オ
ッズ比 1.83，95%信頼区間 1.04–3.21，P = 
0.03）、萎縮性胃炎も有意に海綿骨密度の低
下リスクを増加させた（2.22，1.17–4.22，
0.01）。ヘリコバクター・ピロリ感染も萎縮
性胃炎もない群に比較して、どちらも陽性の
群では有意に海綿骨密度の低下リスクが高
い（2.65，1.27–5.55，0.01）ことが示され
た。この成果は論文・学会で公表した。 
 研究分担者の渡邊、栗山らは、ヘリコバク
ター・ピロリ感染および栄養摂取状況が慢性
萎縮性胃炎におよぼす影響、睡眠時間とレプ
チン、交感神経系の関連、骨代謝マーカーと
骨密度をはじめとする骨計測値の関係、運動
習慣と骨計測値の関連などについて検討し、
学会や論文で発表した。 
 その他のバイオマーカーについても測定
を行っているが、まだ解析が十分に進んでお
らず、引き続きデータの解析を進める予定で
ある。 
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